ＧＣ研究懇談会２００９年度　事業報告

2009年度GC研究懇談会の活動と行事
6月5日
：296回GC研究会・例会「GC/MSの使い方と最前線」（島津製作所東京支社）

7月29-31日
：第15回キャピラリーガスクロ講習会（講義・実習）（首都大学東京）

8月20日
：297回研究会：見学会　独立行政法人 海洋研究開発機構
9月 1,2日
：298回：2009年日中韓シンポジウム（JAIMAコンファレンス）


（幕張メッセ国際会議場）

9月 2日 
：299回：東京コンファレンス2009講習会


「プロが教える“ガスクロ自由自在”」（幕張メッセ国際会議場）

9月24-26日
：300回日本分析化学会第58年会 北海道大学 講演会

10月22-23日
：301回研究会：SS2009（未来を見つめる分離と検出の科学）（東海大学）

12月11日
：302回：特別講演会（江戸東京博物館ホール）

2月 19日
：303回：総会と研究会（江戸東京博物館学習室）

	


「第296回ガスクロマトグラフィー研究会」

2009年6月5日（金）　島津製作所東京支社イベントホールにて

「GCMSの使い方と最前線」

－主題講演－

「始めてGC･GC/MSを購入するときの注意点」
－GC･GC/MS導入時の失敗例－



秋山　賢一　　（財）自動車研究所
「GCMSの用語について」・「GCMSの基本的なイオン化について」


代島　茂樹　　アジレント・テクノロジー（株）
－技術講演－

１．「GC-HRTOFMSを用いた定量分析について」




生方　正章　　日本電子（株）

２．「GCxGC-TOFMSの網羅的スクリーニング分析への応用」



矢島　敏行　　LECOジャパン

３．「MagneTOF,TOF-MS用の最新高性能マグネティック型イオン検出器」



藤井　大将　　SGEジャパン（株）

４．「四重極型GC-MSにおける精密質量スペクトルと最新の2次元GC技術」



落合　伸夫　　ゲステル（株）

５．「GC/MS/FPDを用いる食品中残留農薬の高速スクリーニング分析」



穴沢　秀峰　　アジレント・テクノロジー（株）

６．「GC/MSによるアミノ酸の迅速分析法」



宮川　治彦　　（株）島津製作所

７．「アルカリ付加イオン化とキラルカラムの組合せ

ー光学異性体の分離定量での有用性について」


武井　義之　　ジーエルサイエンス（株）
100名程度の参加者があった。

	


「第15回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会」

2009年7月29日（水）～7月31日（金）　首都大学東京 南大沢キャンパスにて

「応用（アプリケーション）のための基礎」

1日目　7月30日（水）－講義－

１　「キャピラリーガスクロマトグラフィーの基礎理論」

保母　敏行　　都立大名誉教授
２　「キャピラリーガスクロマトグラフィーにおけるカラム、試料注入法」

和田　豊仁　　（株）島津製作所
３　「ガスクロマトグラフィーにおける試料前処理法、導入法、装置」

安藤　晶　　ジーエルサイエンス（株）
４　「ガスクロマトグラフィーにおける検出器の原理と使用法」

竹内　正博　　（有）GC技術研究所
５　「GC/MSの基礎と応用例」

代島　茂樹　アジレント・テクノロジー（株）
６　「マススペクトル解析の基礎」


秋山　賢一　（財）日本自動車研究所

2・3日目　7月30日（木）・7月31日（金）　－実習－　

4グループに分かれ4テーマ（2テーマについてはコースを選択）を実施　1テーマ／半日

テーマ1
：試料注入法
テーマ2
：GCにおける分離、カラムの選択
テーマ3（下記テーマのうちいずれか１つ）
3-1
：試料の前処理・導入法（誘導体化）
3-2
：試料の前処理・導入法（パイロライザーを使用した熱分解GC）
テーマ4（下記テーマのうちいずれか１つ）
4-1
：GC/MS（定性分析の実際）

4-2
：GC/MS（定量分析の実際）

講義・実習：25名、講義のみ：14名、計39名の受講者があった。

	


「第297回ガスクロマトグラフィー研究会」－見学会－

2009年8月20日（木）独立行政法人 海洋研究開発機構

（Japan Agency for Marine-Earth Science and Technology JAMSTEC ジャムステック）
－講演－

「海洋地球研究船「みらい」での高精度化学分析」

地球環境変動領域海洋環境変動研究プログラム




     村田昌彦主任研究員
13名の参加者があった。

	


「第298回ガスクロマトグラフィー研究会」－日中韓環境分析研究交流会シンポジウム－

日中韓分析化学の最前線

2009年9月1日（火）～2日（水）　幕張メッセ国際会議場にて

40周年記念事業として始まった海外交流の8回目で、CJK Symposiumの形になって6回目の開催です。開始以来事務局を務め、本部及びSSのグループと環境分析研究懇談会が協力して開催しています。帰国留学生への支援も効果をあげつつあり、今回は日本から60名、韓国から9名、中国から約15名の参加者があり、発表56件（口頭22件、ポスター34件）、中国・韓国からの参加者の研究レベルも高く、発表分野も多岐にわたり様々な分野で大いに情報交換を行うことができました。分析化学会の支援を頂き、GC、LC、FIA、IC、環境分析懇の委員長及びメンバーの参加を得た他、関連企業をはじめ多くの方々の支援と協力を得ました。また、イベントなどは島津製作所殿の支援も得て盛会でした。9月2日はJAIMAコンファレンス・東京コンファレンスとJAIMAショーに参加する方々を対象に公開セミナーとし、韓国の食の安全に係る政策、環境政策、中国での分析法開発の紹介、中国化学会の分析化学部門の活動など非常に興味深い内容の講演が行われました。
	


「第299回ガスクロマトグラフィー研究会」－講習会－

2009年9月 2日（水）東京カンファレンス2009講習会　幕張メッセ国際会議場にて
「プロが教えるガスクロ自由自在」
「目からうろこのGC理論」
竹内　正博　　(有)GC技術研究所

「現場で役立つマススペクトルの解析」　もっと知りたいGC/MSの話 


秋山　賢一　　(財)日本自動車研究所

「キャピラリーカラムと、その試料導入法」　やさしい基礎理論と間違いない選び方 


古野　正浩　　ジーエルサイエンス（株）

150名程度の参加者があった。

	


「第300回ガスクロマトグラフィー研究会」　セパレーションサイエンス（SS2008）

2009年10月22日（木）～23日（金）　東海大学湘南校舎17号館ネクサスホールにて

「未来を見つめる分離と検出の科学」

GC研究懇談会関連は口頭発表4件（特別講演含む）、ポスター発表3件

特別講演 「GCおよびGC/MSによる揮発性有機化合物（VOC）のモニタリング」　　　　　　　　　　　（東京理科大）　安原昭夫

－一般講演－

G50「GC/MSを用いた揮発性バイオマスマーカーの分離分析」
（東京薬科大）○加納絵里、井上明、中村洋

G51「GC/MSによるヒト皮膚ガス成分の分離分析」
（東京薬科大）○丸山誉之、井上明、中村洋

G53「熱分解GC×GC/MS法による高分子材料の構造解析」
（旭化成）○佐藤幸司、伊東絵美子、吉田和之、山崎悟、大関博

G54「ポストカラム反応ガスクロマトグラフ法に用いる多成分の検量のための標準物質」
（産総研）○渡邉卓朗、加藤健次、角田欣一、前田恒昭

＜ポスター発表＞

P24「キャピラリーGC用バックフラッシュ素子を用いた分析効率化の検討」
（島津製作所）○和田豊仁、浅川樹子、平岡敬朗

P25「ヒト糞由来の悪臭成分の分析」
（長崎国際大薬1、東京都立大工2）
○佐藤博1 、山本緑1 、保母敏行2
P27「GC×GC TOF-MSによる合成ゴム抽出物の二次元分離解析」
（日産化学工業）
○中西将太、野口貴俊、宮本久惠、関達也

	


「第301回ガスクロマトグラフィー研究会」　－日本分析化学会第58年会－

　2009年9月24 日（水）　北海道大学にて
　「有機エアゾルの組成、起源、変質と地球環境への影響」


　
（北大低温科学研）　河村　公隆

30名程度の参加者があった。

	


「第302回特別講演会」 －GC研究懇談会300回記念特別講演会－

2009年12月11日（金）　江戸東京博物館ホールにて
「安心・安全と快適な生活を支える分析化学」

－主題講演1－
「ビール中の香気成分分析 ～ビール中で効いている香気成分～」


鰐川　彰　　アサヒビール（株）酒類技術研究所
「ニオイ抑制とその分析」


田中　孝祐　　ライオン（株）分析技術センター
「食品用容器包装の有害化学物質分析について」


金子　令子　　都健康安全研究センター
－主題講演2－


「ヘプタクロール・ディルドリン等のリスク管理」


清家　伸康　　(独)農業環境技術研究所


「環境化学と分析化学」


宮田　秀明　　摂南大学・大阪工業大学


「科学捜査とテロ対策」


瀬戸　康雄　　科学警察研究所
－招待講演－


「化学物質の安全性管理の取り組み」


北野　大　　明治大学


「分離化学のさらなる発展」


中村　洋　　分析化学会会長、東京理科大学


「閉会の挨拶　懇談会の明るい未来」


保母　敏行　　東京都立大学名誉教
170名程度の参加者があった。

	


「第303回ガスクロマトグラフィー研究会」 －総会と講演会－

2010年2月19日（金）　江戸東京博物館学習室にて

総会 　 2009年度事業報告・会計報告

2010年度事業計画・予算案

「においと香り」
－主題講演－

「香り分析へのこだわり」
馬野　克己　　高田香料（株）

「生活に関わるにおいの分析」
佐藤　博　　  長崎国際大学
－技術講演－

１)「食品の異臭分析におけるSPME-GC/MS及び多変量解析技術の活用」

アジレント・テクノロジー株式会社　中村貞夫
２）「1次元2次元切替GC-MSを用いた香気、およびオフフレーバー成分の分析」
　　　　　　ゲステル株式会社　　落合伸夫
３）「カラムスイッチングを用いた香気成分の分析例」

エス・ジー・イージャパン株式会社　中島信行　

４）「トラップ-ヘッドスペース法を用いたGC/MSによるにおい分析」

日本電子株式会社　白田志保
５）「香気成分分析における容器採取法の活用例」

西川計測株式会社　土屋敦裕　
６）「捕集剤MonoTrapを用いたニオイ分析」

ジーエルサイエンス株式会社　安藤　晶
７)「においの３つの側面を考慮したにおいの定量化」

株式会社島津製作所　喜多純一
【出版】(進行中、2010年6月ごろ出版予定)

役に立つガスクロ分析（仮題）：編集中、みみずく舎

ＧＣ研究懇談会２０１０年度事業計画

6月11日：　　「第304回 ガスクロマトグラフィー研究会」 －講演会－

講演テーマ「水と安全に関わる分析」オルガノ（株）会議室（東陽町）
7月28,29,30日：第16回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会(首都大学東京)
8月20日：　　「第305回ガスクロマトグラフィー研究会」－見学会と講演会－



　アサヒビール(守谷)



　　講演「ビールの官能評価とおいしさの追求の取り組み」尾崎一隆

8月31日,9月1日（半日）：　「SS2010、幕張メッセ」

9月１日(半日)　 東京コンファレンス2010にて講習会開催(第306回)
9月15～18日： 「第307回 日本分析化学会第59年会　東北大学　講演会」

11月1-3日：　　日中韓シンポジウム（武漢）参加協力
12月頃：　　 　「第308回 特別講演会、講演テーマ：未定」
2011年2月頃： 「第309回 総会と講演会」
地方での活動開始、講演会、講習会、研究会等

【特別事業計画】

1� 出版：役に立つガスクロ分析（みみずく舎）(2010年6月ごろ出版予定)
②　アーカイブ：ガスクロ研究懇談会50年・300回の歩み

以　上

